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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

左心低形成症候群は手術法や周術期管理の改善で、救命率は向上したが、心室機能が予後を規

定する重要な因子である。近年心臓内幹細胞の存在が報告され、高い心筋再生能力が報告されて

いる。我々は、左心低形成症候群 14 症例を対象に cardiosphere 由来幹細胞を用いた自家移植療

法の第 1 相臨床試験（TICAP 試験）を実施した。移植群 7 症例に引き続き、標準外科治療のみの

比較対照群の 7 症例を連続登録した。移植群は手術時に右心房より cardiosphere 由来幹細胞を分

離培養し、手術 1 ヶ月後に冠動脈内注入した。移植は 7症例全てで可能であり、18 ヶ月に及ぶ経

過観察で心筋虚血関連の合併症はなく安全性を確認した。有効性の検証では、心機能は細胞移植

前と比較して駆出率の改善が得られた。さらに移植群では心不全症状軽減と成長促進効果を認め

た。これらの検討項目の改善は非移植症例では観察されなかった。左心低形成症候群に対する、

自己心臓内幹細胞の冠動脈内注入は安全で、有効性を示唆する所見が確認し得た。 
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